
取組の効果

取組の様子

＊学校・園数及び園児・児童・生徒数は、令和3年5月1日時点

【パラスポーツ　ボッチャ体験】
● パラスポーツボッチャについて地域の方（市スポーツ推進委員）を

ゲストティーチャーとして招き、実技指導を実施した後、ゲームに取り組む。
● 特別支援学校との交流や地域行事への参加等を行った。

● 実際にパラスポーツを体験することにより、パラリンピックの意義や楽しさを
実感することができた。

● 学校での取組に留まらず、特別支援学校や地域の行事等とも連携して
ボッチャの楽しさ、魅力を市内に広めることができた。

【福祉体験】
● 聴覚障害者をゲストティーチャーとして招き、講話・手話体験、

車椅子体験、アイマスク体験を実施

● 講話を聴くことで、障害を克服し、自己実現を図ることの大切さを理解すること
ができた。

● 体験活動を通じて、障害がある方にどのような配慮をすればよいか考えること
ができた。

東村山市のオリンピック・パラリンピック教育の取組事例

東村山市

ボッチャ体験 聴覚障害者の方の講話 車いす体験
実際に車いすを操作し､難しさを体験して
いる様子

23校 ＊

10,602人*
1964年の市制施行以来、多摩地区北部に位置する緑豊かな歴史ある都市として発展
してきました。9つの鉄道駅があるなど交通の利便性にも恵まれていて、住宅都市と
しても魅力のある一方で、昔ながらの良さも併せもつまちです。


